
観閲式及び総合訓練
華々しく開催

特集　海上保安制度創設70周年記念

2018 SUMMER Vol.75
愛します！ 守ります！ 日本の海

観閲式及び総合訓練
華々しく開催

特集　海上保安制度創設70周年記念

2018 SUMMERVol.75
愛します！ 守ります！ 日本の海



C O N T E N T S

Vol.75
2018 SUMMER

P H O T O  G R A V U R E

1	 海上保安大学校、海上保安学校で卒業式を挙行
1	 海上保安庁とベトナム海上警察の第４回実務者会合を実施
2	 ジブチ共和国において海賊護送訓練等を実施
2	 女性職員が活躍できる職場環境を目指してマタニティ服の導入
3	 平成30年度測量船出港式を挙行
3	 東日本大震災から７年を迎えて

    ［特集］
	 海上保安制度創設70周年記念
4	� 観閲式及び総合訓練 

華々しく開催
	 T O P I C S

12	 N E W S  F L A S H  ニュースフラッシュ
	    裏表紙

	 I N F O R M A T I O N

	 大切な命！ 自分で守る！　自船の安全確保3か条
	 海上保安大学校・海上保安学校採用試験



海
上
保
安
大
学
校

海
上
保
安
学
校
で
卒
業
式
を
挙
行

海
上
保
安
庁
と
ベ
ト
ナ
ム
海
上
警
察
の 

第
４
回
実
務
者
会
合
を
実
施

　平成３０年３月２４日、海上保安大学校（広島県呉市）において、本科第６４期学生４２名の卒業
式と特修科第６３期研修生４５名の修了式が執り行われました。翌２５日には海上保安学校（京都府
舞鶴市）において、本科船舶運航システム課程第５１期生、航空課程第１６期生、情報システム課程
第２５期生、海洋科学課程第２６期生の総員２６２名の卒業式が執り行われました。
　また、大学校の卒業式・修了式には安倍内閣総理大臣と石井国土交通大臣が、学校の卒業式には石
井国土交通大臣がご出席し、祝辞の中で卒業生等を激励されました。

　平成３０年４月１６日、１７日の２日間、海上保安庁とベトナ
ム海上警察は、今後のベトナム海上警察に対する支援等について
協議するための実務者レベルの会合を開催しました。この会合
は、平成２７年９月にベトナム海上警察との間で交換した協力覚
書に基づくもので、「ベトナム海上警察に対する協力推進計画」

（２０１６年～２０２１年の５か年計画）の進捗状況等を確認し、
巡視船の派遣やワークショップの開催を柱とする２０１８年度の
協力計画について合意しました。
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海上保安庁長官表敬

合意文書の交換

海上保安大学校

海上保安学校
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ジ
ブ
チ
共
和
国
に
お
い
て

海
賊
護
送
訓
練
等
を
実
施

女
性
職
員
が
活
躍
で
き
る
職
場
環
境
を

目
指
し
て
マ
タ
ニ
テ
ィ
服
の
導
入

　平成３０年２月２１日～２月２３日の間、ジブチ共和国に海上保安監を団長として当庁職員を派遣
し、関係機関との間で海賊護送訓練、海賊対策等にかかる意見・情報交換等を実施しました。
　海上保安庁では、引き続きジブチ沿岸警備隊の法執行能力向上支援等を実施するとともに、法の支
配に基づく自由で開かれた安全なインド太平洋海域を実現するべく、関係機関との更なる連携・協力
関係を推進していきます。

　平成３０年度から、制服を着用す
る海上保安部等の女性職員が制服に
代えて着用できるマタニティ服を導
入しました。
　海上保安庁には、平成３０年４月
１日現在、育休中等の職員を含める
と９８２人（約７．０％）の女性職員
が在籍しており、そのうち６割が
２０代です。彼女たちが、結婚・出
産といったライフイベントの後も働
き続けていけるよう、女性職員が活
躍できる職場環境づくりに取組んで
います。
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ジブチ国家治安庁、ジブチ沿岸警備隊との意見交換

マタニティ服を着用し、
業務に従事する女性職員

海賊護送訓練

護衛艦「せとぎり」への訪問

海上保安監（手前左）とジブチ沿岸警備隊長官（手前右）

導入されたマタニティ服（冬服） 導入されたマタニティ服（夏服）
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東
日
本
大
震
災
か
ら
７
年
を
迎
え
て

平
成
30
年
度
測
量
船
出
港
式
を
挙
行

　平成３０年４月１８日に測量船「昭洋」、「拓洋」及び、
１９日には測量船「明洋」、「天洋」、「海洋」の出港式を
東京都台場の各測量船の専用岸壁で挙行いたしました。
　１８日の出港式に、長官が出席し、「海上保安官とし
て誇りをもち、安全管理を徹底し、互いに助け合う中で
国民の期待に応えてほしい」と訓示をされました。また、
翌１９日には、海上保安監が出席し「一人ひとりが安全
意識を高め、安全対策を徹底し、船一丸となって安全に
業務を進めていただきたい」と訓示をされました。両日
とも、各測量船の乗組員は緊張の面持ちで式に臨んでい
ましたが、長官をはじめとする幹部職員の激励と見送り
を受け、乗組員は強い使命感にあふれた姿となり、各測
量船はそれぞれの調査海域に向けて出港しました。
　今年度は海底地形調査や海底地殻変動観測などの海洋
調査を計画的に実施する予定です。

　平成３０年３月１１日、東日本大震災
から７年目を迎え、海上保安庁では、現
在も、被災者の方々に寄り添いつつ、地
元自治体の要望に基づき、行方不明者の
捜索を実施しています。 
　また、航路標識についてはこれまでに
１５１基が被災前の機能を回復してお
り、海上保安庁では引き続き、復旧作業
を計画的に実施します。
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釜石港湾口北防波堤灯台（復旧後）

釜石港湾口北防波堤灯台被災状況

献花の状況

長官訓示

測量船「明洋」の見送り
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６
年
ぶ
り
の
観
閲
式 

２
日
間
で
約
５
７
０
０
名
が
乗
船

　
５
月
19
日
と
20
日
、
東
京
湾
羽
田
沖
で
「
海

上
保
安
制
度
創
設
70
周
年
記
念
観
閲
式
及
び
総

合
訓
練
」
が
実
施
さ
れ
た
。
近
年
は
、
２
０ 

１
２
年
に
実
施
さ
れ
て
い
た
（
２
０
１
１
年
は

東
日
本
大
震
災
の
救
助
作
業
な
ど
で
中
止
）
も

の
の
、
２
０
１
３
年
以
降
、
尖
閣
諸
島
周
辺
海

域
に
お
け
る
領
域
警
備
を
は
じ
め
、
伊
勢
志
摩

サ
ミ
ッ
ト
海
上
警
備
な
ど
の
重
要
な
任
務
が
相

次
い
だ
た
め
、
中
止
さ
れ
て
い
た
。
昨
年
は
第

三
管
区
海
上
保
安
本
部
主
催
の
総
合
訓
練
が
実

施
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
海
上
保
安
庁
主
催
と

し
て
は
、
６
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

か
ね
て
よ
り
海
上
保
安
庁
の
観
閲
式
に
は
、

多
く
の
一
般
応
募
者
が
詰
め
か
け
て
い
た
が
、

今
年
は
約
1
万
４
０
０
０
人
が
応
募
し
、
招
待

者
な
ど
を
含
め
る
と
２
日
間
で
約
５
７
０
０
名

が
乗
船
し
た
。
１
９
４
９
年
に
「
巡
視
船
閲
艇

式
」
と
し
て
始
ま
っ
て
今
年
で
57
回
目
。
そ
の

長
い
歴
史
の
な
か
で
、
築
い
て
き
た
信
頼
が
現

れ
た
数
字
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

ま
だ
８
時
台
だ
と
い
う
の
に
、
晴
海
ふ
頭

タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
い
ち
早
く
乗
船
し
よ
う
と
す

る
当
選
者
た
ち
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。
長
蛇
の

列
を
眺
め
て
み
る
と
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
女
性
な

ど
世
代
や
性
別
に
関
係
な
く
、
幅
広
い
層
が
並

ん
で
い
る
。
巡
視
船
艇
、
航
空
機
に
よ
る
パ

レ
ー
ド
や
海
難
救
助
訓
練
な
ど
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
貴
重
な
機
会
と
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が

期
待
を
胸
に
乗
船
の
時
を
待
ち
わ
び
て
い
る
よ

う
で
あ
っ
た
。
晴
海
ふ
頭
に
着
岸
し
た
観
閲
船

は
「
や
し
ま
」「
そ
う
や
」「
だ
い
せ
ん
」
の
３

受閲航空機隊第一小隊のベル412「せとづる」。
テロ容疑船捕捉・制圧訓練では、不審船を発見
する役割などを担い、その華麗な動きをあます
ことなく見せ、観衆を魅了した。

かいほジャーナル 75号  4



特集　海上保安制度創設70周年記念

観閲式及び総合訓練
華々しく開催
2013年以降に中止されていた「観閲式及び総合訓練」が６年ぶりに実施された
世界最大級6500トン型の「あきつしま」をはじめ、関係船艇・航空機など計37隻15機が参加
高円宮妃久子さまと三女の絢子さまや安倍晋三内閣総理大臣、石井啓一国土交通大臣が見守るなか
海洋国家日本の海の安全を守る保安官たちが日頃の厳しい訓練の成果を雄々しく披露した
取材・文：鈴木裕太（モメント株式会社）

隻
。
大
型
巡
視
船
が
ふ
頭
に
並
ぶ
光
景
は
、
圧

巻
の
一
言
に
尽
き
る
。
誰
も
が
カ
メ
ラ
を
向
け

て
、
そ
の
雄
姿
を
写
真
に
収
め
る
の
も
無
理
は

な
い
。
ど
の
船
艇
も
各
自
の
管
区
で
厳
し
い
任

務
に
当
た
っ
て
い
る
た
め
、
ひ
と
つ
の
港
に
集

結
す
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
観
閲
式
な
ら

で
は
の
光
景
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
６
年
ぶ
り
の
観
閲
式
に
は
数
々
の
来
賓
も
訪

れ
た
。
19
日
は
高
円
宮
妃
久
子
さ
ま
と
三
女
の

絢
子
さ
ま
の
ご
臨
席
と
と
も
に
、
石
井
啓
一
国

土
交
通
大
臣
、
中
島
敏
海
上
保
安
庁
長
官
、
20

日
は
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
、
あ
き
も
と
司

国
土
交
通
副
大
臣
が
列
席
。
観
閲
式
と
総
合
訓

練
の
模
様
を
見
守
っ
た
。「
や
し
ま
」に
乗
船
し
、

石
井
国
土
交
通
大
臣
と
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
は

そ
れ
ぞ
れ
船
上
で
挨
拶
を
行
い
、
観
衆
か
ら
大

き
な
拍
手
を
送
ら
れ
た
。
い
ず
れ
の
日
程
も
大

盛
況
に
終
わ
り
、
多
く
の
観
衆
を
魅
了
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

受閲船隊第一小隊が縦一列に並び編隊を組んだ。写真右から「あきつしま」「とさ」「もとぶ」「ざんぱ」
「昭洋」。いずれの乗組員も登舷礼と呼ばれる最上級の敬礼を観閲船に向け、安倍内閣総理大臣をはじ
めとした観閲官たちは答弁礼という敬礼で返答。近年は伊勢志摩サミットや尖閣諸島周辺海域の警備
などの重要な任務が相次ぎ、中止されていた。

観閲船「そうや」の船上は乗船者たちでにぎわった。「そうや」は、
かつて海上保安庁の伝説的な船として「海の守り神」の異名を取っ
た「宗谷」の後継船。観閲式や総合訓練はもちろんのこと、由緒正
しき船艇の上で過ごすクルーズのひと時も楽しんでいただいた。
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制
度
70
周
年
を
迎
え
た 

海
上
保
安
庁
の
歩
み

　
今
回
の
観
閲
式
は
、
海
上
保
安
制
度
が
創
設

さ
れ
て
か
ら
70
周
年
と
い
う
節
目
の
年
に
行
わ

れ
た
。
そ
の
た
め
、
当
日
配
布
さ
れ
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
は
大
久
保
武
雄
初
代
長
官
に
よ
る
庁

旗
掲
揚
の
貴
重
な
モ
ノ
ク
ロ
写
真
も
掲
載
。
安

全
な
航
海
に
必
要
な
コ
ン
パ
ス
を
現
し
た
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
は
今
と
変
わ
ら
ず
、
正
義
仁
愛
の

精
神
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
海
上
保
安
制
度
が
誕
生
し
た
の
は
１
９
４
８

年
５
月
１
日
。
職
員
の
数
は
８
１
５
６
名
、
巡

視
船
艇
１
３
２
隻
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
戦
後

間
も
な
い
こ
の
時
期
、
密
輸
、
密
航
が
多
発
、

海
賊
ま
で
も
横
行
し
て
お
り
、
各
自
治
体
に
よ

る
水
上
警
察
等
が
取
り
締
ま
り
に
当
た
っ
て
い

た
が
、
統
一
さ
れ
た
機
関
は
存
在
し
な
か
っ
た

た
め
、
非
効
率
的
で
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
１
９
４
６
年
に
は
朝
鮮
半
島
で
コ

レ
ラ
が
蔓
延
。
不
法
入
国
船
を
介
し
て
日
本
で

も
コ
レ
ラ
に
対
す
る
懸
念
が
強
ま
っ
た
た
め
、

海
上
警
備
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
一
元

化
さ
れ
た
警
備
を
組
織
す
る
こ
と
は
貿
易
の
健

全
化
に
お
い
て
避
け
て
は
通
れ
な
い
課
題
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
１
９
４
８
年
３
月
30
日
に
海

上
保
安
制
度
に
関
す
る
法
案
が
提
出
さ
れ
、
晴

れ
て
海
上
保
安
庁
が
創
設
さ
れ
る
運
び
と

な
っ
た
。

　
当
時
は
保
安
局
、
水
路
局
、
燈
台
局
で
構
成

さ
れ
、
山
口
県
か
ら
九
州
・
五
島
列
島
の
密
貿

易
船
の
検
挙
な
ど
を
任
務
と
し
て
い
た
。
翌

１
９
４
９
年
に
は
警
備
救
難
部
が
追
加
さ
れ
、

他
の
部
局
も
局
制
か
ら
部
制
へ
と
変
更
さ
れ

た
。
こ
の
よ
う
に
海
上
保
安
庁
の
任
務
は
年
を

重
ね
る
ご
と
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
そ
の
重
要

な
任
務
の
ひ
と
つ
に
南
極
観
測
が
あ
っ
た
。
第

１
号
観
測
船
と
し
て
活
躍
し
た
「
宗
谷
」
は
、

１
９
５
６
年
か
ら
１
９
６
１
年
に
及
ぶ
ま
で
計

６
回
の
観
測
を
実
施
。
そ
の
後
は
海
上
保
安
庁

最
大
の
船
艇
と
し
て
１
９
６
２
年
に
は
観
閲
式

に
も
参
加
。
医
療
救
助
活
動
か
ら
流
氷
調
査
な

ど
幅
広
い
任
務
に
あ
た
り
、
１
９
７
８
年
の
退

役
に
至
る
ま
で
、「
海
の
守
り
神
」
と
い
う
異

名
を
も
つ
船
艇
と
し
て
活
躍
し
た
。
今
回
の
観

閲
式
に
参
加
し
た
「
そ
う
や
」
は
こ
の
「
宗
谷
」

の
後
継
船
と
し
て
１
９
７
８
年
に
就
役
。
70
年

の
歴
史
を
偲
ば
せ
る
船
艇
で
も
あ
っ
た
。

晴
海
ふ
頭
を
出
港 

開
催
地
点
ま
で
の
ク
ル
ー
ズ

　
70
周
年
を
記
念
し
た
観
閲
式
及
び
総
合
訓
練

が
実
施
さ
れ
る
東
京
湾
羽
田
沖
ま
で
の
移
動
す

る
間
は
大
型
巡
視
船
で
の
ク
ル
ー
ズ
を
楽
し
む

時
間
と
な
っ
た
。
離
岸
し
た
12
時
45
分
か
ら
お

よ
そ
１
時
間
15
分
、
船
上
で
は
乗
組
員
の
ア
ナ

ウ
ン
ス
と
と
も
に
、
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
景
色
に
目
を
奪
わ
れ
、
海
上
施
設
の
解
説
に

耳
を
傾
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
船
内
に
流
れ
る
の
は
海
上
保
安
庁
音
楽
隊
に

よ
る
心
地
よ
い
Ｂ
Ｇ
Ｍ
。
風
を
切
り
な
が
ら
進

む
大
型
巡
視
船
か
ら
、
最
初
に
見
え
て
き
た
の

は
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
だ
っ
た
。
全
長

７
９
８
メ
ー
ト
ル
の
観
光
名
所
を
下
か
ら
眺
め

ら
れ
る
機
会
は
そ
う
多
く
は
な
い
だ
ろ
う
。
レ

イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
を
通
過
す
る
と
左
手
前
方

に
は
お
台
場
、
右
手
前
方
に
日
本
最
初
の
コ
ン

テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
品
川
ふ
頭
や
大
井
コ
ン
テ

ナ
ふ
頭
を
望
む
。
船
上
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
こ
う
し

た
施
設
に
つ
い
て
、
事
細
か
に
解
説
。
な
か
で

も
、
海
上
保
安
庁
の
伝
説
的
な
船
「
宗
谷
」
が

公
開
展
示
さ
れ
て
い
る
船
の
科
学
館
に
つ
い
て

の
解
説
に
は
多
く
の
時
間
が
割
か
れ
た
。

　
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
従
っ
て
船
の
科
学
館
の
屋
上

へ
と
目
を
や
る
と
、
上
か
ら
「
Ｕ
」「
Ｗ
」
と

書
か
れ
た
２
枚
の
旗
が
上
が
っ
て
い
た
。
こ
れ

は
「
航
海
の
安
全
を
お
祈
り
し
ま
す
」
と
い
う

意
味
。こ
れ
に
応
じ
て
、観
閲
船
隊
も「
Ｕ
」「
Ｗ
」

「
１
」
と
い
う
旗
を
掲
揚
し
て
い
た
が
、
こ
れ

は
「
ご
協
力
に
感
謝
す
る
、
航
海
の
安
全
を
祈

る
」
と
い
う
返
答
の
意
味
が
あ
る
。
さ
ら
に
観

閲
船
が
通
過
す
る
の
を
見
計
ら
っ
て
、
船
の
科

海上保安制度が創設された1948年、今と
変わらないコンパスをデザイン化した庁
旗を掲揚する大久保武雄初代長官。

マストに掲揚された旗。長官旗や指揮官旗などのほかに、
外国の船と通信するときなどに記号として使用される信
号旗も。この日は「本船は訓練中」と示されていた。

東京湾クルーズの最初に通ったレインボーブリッジ。そ
の裏側を間近で見られる機会は大型巡視船ならでは。20
日は天候にも恵まれ、絶好のクルーズ日和だった。

「やしま」出港後の晴海ふ頭。背後に見えているのは観閲
船隊３番船の「そうや」。観閲船隊は順々に離岸していく。
岸では関係者たちが敬礼をしたまま船を見送った。

晴海ふ頭に停泊する出港前の「やしま」。この船には、高
円宮妃久子さまや安倍内閣総理大臣など要人のほかに報
道カメラなどが乗船。観閲船隊の二番船を務めた。
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観閲式及び総合訓練参加勢力一覧
番船 名称 おもな型式 配属

観
閲
船
隊

1番船 PL31 いず 3500トン型巡視船 横浜

2番船 PLH22 やしま ヘリ2機搭載型巡視船 福岡

3番船 PLH01 そうや ヘリ1機搭載型巡視船 釧路

4番船 PLH10 だいせん ヘリ1機搭載型巡視船 舞鶴

受
閲
船
隊 

第
一
小
隊

1番船 PLH32 あきつしま ヘリ2機搭載型巡視船 横浜

2番船 PL08 とさ 1000トン型巡視船 高知

3番船 PL13 もとぶ 1000トン型巡視船 横浜

4番船 PL84 ざんぱ 1000トン型巡視船 石垣

5番船 HL01 昭洋 測量船 本庁

受
閲
船
隊 

第
二
小
隊

1番船 PS13 つくば 180トン型巡視船 銚子

2番船 PS14 あかぎ 180トン型巡視船 茨城

3番船 PS15 びざん 180トン型巡視船 徳島

4番船 PS35 ともり 180トン型巡視船 宮古島

受
閲
船
隊 

第
三
小
隊

1番船 PC55 ふどう 35メートル型巡視艇 神戸

2番船 PC43 おきなみ 23メートル型巡視艇 水島

3番船 CL174 みやかぜ 20メートル型巡視艇 名古屋

4番船 CL173 うきかぜ 20メートル型巡視艇 尾道

番船 名称 おもな型式 所属

関係機関船艇
パレード

護衛艦 はたかぜ 4600トン、全長150メートル 海上自衛隊

漁業取締船 はまなす 499トン、全長63メートル 水産庁

消防艇 みやこどり 195トン、全長43.2メートル 東京消防庁

監視艇 みらい 85トン、全長30メートル 横浜税関

警備艇 ぼうそう 41トン、全長24メートル 千葉県警察本部

外国海上保安
機関船艇パ
レード

Alex Haley 2592トン 米国沿岸警備隊

番船 名称 おもな型式 配属

受閲航空機隊 
第一小隊

MH910 くまたか シコルスキー76D 函館

MH906 せとづる ベル412 広島

MH908 はなみどり ベル412 福岡やしま搭載機

受閲航空機隊 
第二小隊

MH964 かみたか アグスタ139 中部

MH969 はまちどり アグスタ139 福岡

受閲航空機隊 
第三小隊

MH689 あきたか スーパーピューマ225 横浜あきつしま搭載機

MH691 いぬわし スーパーピューマ225 羽田

受閲航空機隊 
第四小隊

MA866 えとぴりか ビーチ350 千歳

MA865 はくたか ビーチ350 仙台

MA726 みほわし ボンバル300 美保

受閲航空機隊 
第五小隊

LAJ570 ちゅらわし ファルコン900 那覇

LAJ501 うみわし ガルフV 羽田

番船 名称 おもな型式 所属

関係機関訓練
参加航空機

あおぞら アグスタ139 関東地方整備局

そよかぜ2 ドーファン 川崎市消防局

かもめ ドーファン 東京消防庁

おおとり1号 ドーファン 千葉市消防局

関係機関訓練
参加船艇

消防艇 第6川崎丸 39トン、全長20.3メートル 川崎市消防局

消防艇 ちどり 14トン、全長15メートル 市川市消防局

消防艇 よこはま 120トン、全長32.2メートル 横浜市消防局

消防艇 まつかぜ 104トン、全長31メートル 千葉市消防局

警備艇 あおみ 21トン、全長19メートル 警視庁

警備艇 しょうなん 41トン、全長24メートル 神奈川県警

監視艇 あさひ 25トン、全長18メートル 東京税関

海上保安庁
訓練参加船艇

FL01 ひりゆう（横浜）、PL10 ぶこう（横浜）、PC22 はまぐも（横
浜）、CL36きりかぜ（横浜）、CL50 はまかぜ（横浜）、CL109 のげ
かぜ（横浜）、CL130 くりかぜ（横須賀）

受閲船隊
第一小隊1番船
あきつしま

受閲航空機隊
第四小隊
みほわし

関係機関
船艇パレード
はたかぜ
観閲式に登場した船艇や航空機。世界最大級の大型巡視
船「あきつしま」や護衛艦「はたかぜ」の圧倒的な迫力
には時折歓声があがった。さらに、ボンバル300「みほわ
し」などを筆頭とした航空機やヘリコプターによる低空
飛行では、誰もがそのスピード感に酔いしれていた。
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学
館
か
ら
大
き
な
汽
笛
が
鳴
っ
た
。そ
の
直
後
、

「
や
し
ま
」
で
は
満
永
船
長
に
よ
る
挨
拶
が
流

さ
れ
た
。

「
ご
乗
船
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
巡
視
船
や

し
ま
船
長
、
満
永
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
は
巡

視
船
や
し
ま
に
ご
乗
船
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
船
は
た
だ
い
ま
東
京
港
晴

海
ふ
頭
を
離
岸
、
出
港
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

あ
と
、
東
京
湾
内
に
お
い
て
海
上
保
安
制
度
創

設
70
周
年
記
念
観
閲
式
及
び
総
合
訓
練
を
ご
覧

い
た
だ
き
、
16
時
45
分
こ
ろ
、
晴
海
ふ
頭
に
入

港
、
着
岸
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。
狭
い

船
内
、
限
ら
れ
た
時
間
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

ご
ゆ
っ
く
り
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
」（
20
日
、

や
し
ま
船
上
に
て
）

　

全
長
７
キ
ロ
に
及
ぶ
東
京
西
航
路
を
進
み
、

観
閲
船
は
や
が
て
東
京
湾
羽
田
沖
へ
と
到
着
。

巡
視
船
に
よ
る
東
京
湾
ク
ル
ー
ズ
は
、
丁
寧
な

ア
ナ
ウ
ン
ス
に
よ
っ
て
、
最
後
ま
で
飽
き
る
こ

と
な
く
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。

い
よ
い
よ
総
合
訓
練
開
始 

参
加
船
艇
が
ぞ
く
ぞ
く
集
結

　
14
時
を
目
前
に
し
て
、
東
京
湾
羽
田
沖
の
海

上
は
急
に
慌
た
だ
し
く
な
っ
た
。
頭
上
で
は
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
や
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
飛
び
回
り
、
周

囲
に
は
ぞ
く
ぞ
く
と
船
艇
が
集
結
。
そ
し
て
時

刻
が
14
時
ち
ょ
う
ど
を
回
る
と
定
刻
通
り
に
観

閲
式
が
開
始
さ
れ
た
。

　

受
閲
船
隊
の
先
頭
を
切
っ
て
右
舷
方
向
に

現
れ
た
の
は
第
一
小
隊
の
「
あ
き
つ
し
ま
」。

世
界
最
大
級
６
５
０
０
ト
ン
の
巡
視
船
と

あ
っ
て
、
堂
々
と
し
た
風
格
で
大
き
な
曳
き

波
を
作
っ
て
い
た
。
そ
の
後
ろ
に
続
く
の
が

海上保安制度創設 70 周年記念観閲式及び総合訓練
国土交通大臣ご挨拶

国土交通大臣　石井  啓一
　国土交通大臣の　石井　啓一　です。
　本日、高円宮妃殿下、絢子女王殿下の御
臨席の下、海上保安制度創設 70 周年の記
念すべき、また、6 年ぶりとなる「観閲式
及び総合訓練」に際し、ご乗船の皆様に、
ご挨拶を申し上げます。
　本日は、全国から巡視船艇 24 隻、航空
機 12 機が集結し、国内関係機関や米国沿
岸警備隊の参加の下、かくも盛大な観閲式
及び総合訓練が開催され、多くの方々にご
覧いただきましたことを大変嬉しく思い
ます。
　我が国周辺海域では、毎年数多くの事件・
事故が発生しており、海上保安庁は、「正
義仁愛」という旗印の下、日々、事件・事
故の未然防止に努めながら、遠方海域にお
ける領海警備や、海洋権益の確保、海洋情
報業務、船舶交通の安全確保等、様々な業
務に当たっています。
　しかしながら、海上保安庁の活躍場所は
海上であり、国民の皆様の目に触れる機会
は多くはありません。本日ご覧いただきま
した「観閲式及び総合訓練」が、海上保安
庁に対する理解を深めていただく一助とな
れば幸いです。
　また、海上保安官にとって、国民の皆様
の支援が何よりの力になります。引き続き、
ご支援いただけますよう、よろしくお願い
いたします。
　さて、海上保安官諸君。本日の「観閲式
及び総合訓練」では、堂々たる観閲船隊の
航行、一糸乱れぬ編隊飛行、高い錬度の各

種訓練に触れ、諸君の弛まぬ努力、
旺盛な士気に、国土交通大臣とし
て、非常に頼もしく思います。
　四面を海に囲まれた我が国は、古来より、
海から多くの恩恵を受け、海と共に発展を
遂げてきました。現代に生きる我々は、こ
の「平和で豊かな海」を守り、次世代に継
承していく責任があります。その中で、大
きな使命を担うのが海上保安庁です。
　海上での事件や事故に対応する船艇・航
空機職員、特殊救難隊や機動防除隊等のス
ペシャリスト、犯罪捜査に当たる職員、海
洋調査や海洋情報を扱う調査官、船舶交通
の安全確保に当たる管制官、そしてこれら
職員を支える職員諸君。様々な舞台で、
24 時間 365 日、真摯に使命を遂行する姿
勢に心から感謝いたします。
　今年は、海上保安制度創設 70 年の節目
の年に当たります。海上保安庁では、創設
以来、幾度となく社会的・国際的に注目度
が高い事案に、実直に、そして怯むことな
く、職員一丸となって対応してきました。
　中でも、平成 23 年に発生した東日本大
震災では、未曾有の被害をもたらし、多く
の人々の尊い命や幸せな暮らしを奪いまし
た。海上保安庁では、職員一人一人が被災
された方々に寄り添いながら、捜索救助活
動や被災港湾の水路測量、航路標識の復旧
等、総力を挙げて震災に立ち向かいました。
　また、尖閣諸島周辺海域では、外国公船
等による領海侵入が繰り返されており、日
本海では大和堆周辺海域における北朝鮮籍

漁船の操業問題、北朝鮮からと考えられる
漂流・漂着船が相次いで確認される等、我
が国周辺海域で発生する様々な脅威に対
し、海上保安官は、高い士気をもって対応
に当たっております。
　70 年に及ぶ海上保安庁の歴史をつくっ
てきたのは、幾度となく現れてきた苦難を
乗り越え、積み重ねてきた「現場力」であ
ります。
　今後も、国民の皆様の安全・安心を守り
抜くという強い信念をもって、海上保安庁
の歴史を紡いでいって欲しいと願います。
　海上保安官諸君。ご家族の支えがあるか
らこそ、全力を出し切って、国民の安全・
安心を確保し、「平和で豊かな海」を守る
ことができます。家族を労うとともに、引
き続き、崇高な使命を胸に、それぞれの職
務に精励していただきたい。諸君の活躍に
大いに期待しています。
　最後になりましたが、ご乗船の皆様方に
は、常日頃から海上保安庁にご理解とご協
力をいただいておりますことに感謝申し上
げます。今後とも、一層のご支援、ご協力
をいただきますよう、心からお願いすると
ともに、皆様方のご多幸をお祈り申し上げ
まして、私の挨拶とさせていただきます。

平成三十年五月十九日
国土交通大臣　石井　啓一
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１
０
０
０
ト
ン
型
巡
視
船
の「
と
さ
」「
も
と
ぶ
」

「
ざ
ん
ぱ
」。
な
か
で
も
「
ざ
ん
ぱ
」
は
、
尖
閣

領
海
警
備
に
あ
た
っ
て
お
り
、
今
回
は
多
忙
を

極
め
る
な
か
で
沖
縄
か
ら
参
加
し
た
。

　
第
二
小
隊
は
１
８
０
ト
ン
型
の
高
速
巡
視
船

で
編
成
さ
れ
た
。
１
番
船
と
し
て
先
頭
を
切
っ

た
の
は
「
つ
く
ば
」
に
次
い
で
「
あ
か
ぎ
」「
び

ざ
ん
」「
と
も
り
」
が
颯
爽
と
海
上
を
通
り
過

ぎ
て
い
く
。「
と
も
り
」
も
ま
た
尖
閣
領
域
で

の
任
務
に
あ
た
り
、
漁
船
な
ど
へ
の
体
当
た
り

に
耐
え
ら
れ
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ

の
乗
組
員
た
ち
も
観
閲
官
た
ち
に
対
し
て
最
上

級
の
敬
礼
で
あ
る
登
舷
礼
を
行
い
、
直
立
不
動

の
凛
々
し
い
姿
は
船
上
か
ら
も
目
視
で
き
た
。

　
第
一
か
ら
第
五
小
隊
で
編
成
さ
れ
た
受
閲
航

空
機
隊
全
12
機
の
ほ
か
、
関
係
機
関
船
艇
パ

レ
ー
ド
と
し
て
米
国
沿
岸
警
備
隊
の
「
ア
レ
ッ

ク
ス
ヘ
イ
リ
ー
」
な
ど
も
参
加
し
た
。

緊
張
感
に
満
ち
た
訓
練 

間
近
で
見
る
練
度
の
高
さ

　
総
合
訓
練
は
、
全
部
で
４
つ
の
パ
ー
ト
に
分

か
れ
て
実
施
さ
れ
た
。

⒈　
放
水
展
示
・
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
編
隊
飛
行
訓
練

　
放
水
展
示
は
、
日
頃
は
消
火
作
業
な
ど
に
あ

た
る
「
ひ
り
ゆ
う
」「
は
ま
ぐ
も
」「
消
防
艇
第

６
川
崎
丸
」「
消
防
艇
ち
ど
り
」
の
４
隻
に
よ

る
放
水
訓
練
。
各
船
が
赤
、
緑
、
黄
色
に
着
色

さ
れ
た
水
を
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
放
水
し
、
観
閲

官
や
乗
船
者
た
ち
を
魅
了
し
た
。
先
頭
の
「
ひ

り
ゆ
う
」
は
、
毎
分
46
ト
ン
の
放
水
能
力
を
誇

り
、
25
メ
ー
ト
ル
プ
ー
ル
を
10
分
で
い
っ
ぱ
い

に
す
る
ほ
ど
。
迫
力
あ
る
放
水
訓
練
に
合
わ
せ

て
、
海
保
所
属
の
「
か
み
た
か
」「
く
ま
た
か
」

「
は
な
み
ど
り
」「
せ
と
づ
る
」の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

４
機
が
観
閲
船
「
や
し
ま
」
の
頭
上
を
見
事
な

編
隊
で
通
過
。
さ
ら
に
、
関
係
機
関
の
「
あ
お

ぞ
ら
」
を
先
頭
と
し
た
４
機
に
よ
る
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
編
隊
も
統
制
の
と
れ
た
飛
行
を
見
せ
た
。

⒉　
人
命
救
助
・
海
上
防
災
訓
練

　
こ
の
訓
練
は
、海
上
で
タ
ン
カ
ー
が
爆
発
し
、

２
名
の
乗
組
員
が
海
上
に
放
り
出
さ
れ
た
と
い

う
ケ
ー
ス
を
想
定
し
て
行
わ
れ
た
。
訓
練
が
開

始
さ
れ
る
と
同
時
に
タ
ン
カ
ー
を
想
定
し
た
船

か
ら
大
き
な
爆
発
音
が
あ
が
り
、
白
煙
が
立
ち

上
っ
た
。
そ
の
直
後
に
海
上
に
放
り
出
さ
れ
た

漂
流
者
の
救
助
に
あ
た
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と
タ

ン
カ
ー
の
消
火
作
業
に
あ
た
る
船
艇
が
事
故
現

場
に
急
行
。
け
た
た
ま
し
い
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り

響
き
、
平
穏
だ
っ
た
海
上
に
緊
迫
感
が
高
ま
っ

て
い
く
。
観
閲
船
内
で
は
、
漂
流
者
救
助
の
た

め
の
通
信
が
中
継
さ
れ
、
さ
な
が
ら
現
場
に
い

る
よ
う
な
臨
場
感
で
あ
っ
た
。

　
漂
流
者
を
海
上
か
ら
救
助
す
る
の
は
特
殊
救

難
隊
。
高
度
な
知
識
と
技
術
力
を
併
せ
持
つ
海

上
救
護
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
、
全
国
で
36
名

の
選
ば
れ
た
精
鋭
だ
。
漂
流
者
に
向
け
て
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
で
降
下
す
る
「
ス
ラ
イ
ド
リ
ペ
リ
ン

グ
降
下
」
と
い
う
手
法
は
、
海
上
保
安
庁
が
長

年
の
救
護
活
動
の
上
に
生
み
出
さ
れ
た
ハ
イ
レ

ベ
ル
な
方
法
。
ま
た
た
く
間
に
救
助
を
成
功
さ

せ
る
模
様
に
、
観
衆
た
ち
は
思
わ
ず
拍
手
を
捧

げ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

⒊　
テ
ロ
容
疑
船
捕
捉
・
制
圧
訓
練

　
国
際
テ
ロ
リ
ス
ト
の
容
疑
船
が
再
三
の
停
船

命
令
に
応
じ
な
い
た
め
、
海
上
保
安
庁
と
関
連

機
関
が
船
艇
や
航
空
機
に
よ
っ
て
テ
ロ
リ
ス
ト

を
制
圧
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
訓
練
。
航
空
機

に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
容
疑
船
（「
は
ま
か
ぜ
」

を
想
定
船
と
し
た
）
の
周
囲
を
高
速
ゴ
ム
ボ
ー

ト
２
艇
が
周
回
規
制
を
し
な
が
ら
、
容
疑
船
の

動
き
を
制
限
す
る
と
こ
ろ
か
ら
訓
練
は
開
始
さ

れ
た
。そ
こ
に
捕
捉
す
る
た
め
の「
あ
お
み
」「
お

き
な
み
」「
し
ょ
う
な
ん
」「
み
ら
い
」
の
船
隊

が
追
い
つ
く
。
各
船
が
「
逃
走
を
や
め
、
た
だ

ち
に
停
船
せ
よ
」
と
停
船
命
令
を
発
す
る
も
容

疑
船
が
応
じ
な
い
た
め
、
船
艇
と
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
か
ら
強
い
光
を
発
す
る
閃
光
警
告
弾
と
大

アグスタ139「かみたか」から漂流者を
救護に駆けつける特殊救難隊。鍛錬な
しにはできない「スライドリペリング
降下」でピンポイントに海面へと降り
ていく。事故発生からわずか13分間で
消火から2名の救助をこなす技術力は、
まさに圧巻であった。

けたたましいサイレンが鳴り響くなか、テロ容疑船を捕捉。高速ゴムボー
トによる周回規制や航空機による警告弾などもさることながら、小銃での
威嚇射撃など緊迫感あふれる訓練が9分の間で目白押し。

人命救助・海上防災訓練

テロ容疑船捕捉・制圧訓練

放水展示・ヘリコプター訓練では、「はまぐも」が赤色、「消防艇第
6川崎丸」が緑色、「消防艇ちどり」が黄色の着色放水を実施。カラ
フルな色合いが青い海と空を鮮やかに彩った。

放水展示・ヘリコプター編隊飛行訓練
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海上保安制度創設 70 周年記念観閲式及び総合訓練

内閣総理大臣ご挨拶

雪に耐えて
　　 梅花麗し

内閣総理大臣　安倍  晋三
　本日、北は釧路から、南は石垣まで、全
国の巡視船と航空機が集結し、国内関係機
関や米国沿岸警備隊の参加の下、6年ぶり
に、観閲式及び総合訓練が執り行われま
した。
　巡視船や航空機を縦横に操り、ヘリコプ
ターから救助を求める人を目掛けて正確に
降下、巡視船から逃走する容疑船に素早く
移乗する。隊員諸君の練度の高い動きを目
の当たりにし、内閣総理大臣として、大変
頼もしく思います。
　今この瞬間も、海における様々な脅威に
対峙し、海の安全確保という我が国の根幹
を成す使命を、実直に、そして立派に果た
している海上保安官諸君に、心から敬意を
表します。

　我が国は、海から豊かな恩恵を受け、時
には、海からやって来る脅威を防ぎ、海洋
国家としての歴史を紡いできました。
　今年は、海上保安制度創設70周年の節
目の年に当たります。
　先の大戦により、灯台が破壊され、機雷
によって沈んだ多くの船はそのまま残さ
れ、また、密航・密輸などの海上犯罪が横
行し、海上の秩序が崩壊する中で、海上保
安庁は、平和で豊かな海を取り戻すという
使命を体し、船出したのです。
　海難救助の現場では、荒れ狂う波に揉ま
れ、タンカー座礁の現場では、流出した原
油にまみれ、工作船追跡の現場では、銃撃
を潜りながら、国民の幸せを願い、海を啓
き、海の安全確保に尽力する海上保安官の
姿が常にありました。海上保安庁なかりせ
ば、今の海の安全、ひいては、日本の繁栄
はなかった。
　厳しい環境において、絶え間ない緊張感
のもと、命がけで我が国の海を守る海上保
安官の姿に触れるたび、私は、西郷隆盛が
詠んだ詩の一節を思い出します。

　「雪に耐えて梅花麗し」
　梅の花は、厳しい冬の寒さを耐え忍ぶか
らこそ、春に芳しい香りを放つ美しい花を
咲かせることができる。苦難や試練にじっ
と耐え、それを乗り越えた先に喜びが待っ
ている。海上保安庁の徽章に梅の花が使わ
れているゆえんです。
　どんな困難な状況であっても、梅の花の
ように忍耐強く使命に当たる諸君を、私は
誇りに思います。そして、これからも、海
の安全の確保という尊い任務を果たし、国
民の期待に応えていって欲しいと思い
ます。

　現在、我が国の周辺海域を取り巻く情勢
は、過去に例をみないほど厳しさを増して
います。尖閣諸島周辺海域では、外国公船
による領海侵入が繰り返され、日本海では、
北朝鮮からと思われる漂流・漂着船が相次
いで確認されるなど、我が国の周辺海域は
常に緊張に包まれています。
　こうした情勢を踏まえ、先日、「海洋の
安全保障」を海洋政策の重要な柱に据える
ことを決め、政府一体となって、この苦難
に立ち向かうことといたしました。
　「海洋の安全保障」は、我が国の平和と
安全を自らの力で守り抜くことはもとよ
り、諸外国との連携を通して、国際的な海
洋秩序を形成・強化していくことにより、
達成され得るものです。
　海における脅威に対して、真っ先に駆け
つけ、最前線に立ち続ける海上保安庁。白
く輝く船体は、力に屈せず、法に則り、事
を平和裏に解決する我が国の意思を示すも
のです。海洋における法の支配を率先す
る、その姿は、世界中から注目されてい
ます。
　海上犯罪の取締り、領海警備、海難救助、
海上交通の安全確保、海洋の調査。法の支
配に基づく自由で開かれた海の堅守のため

に、どれ一つとして欠かすことはできませ
ん。海上保安官諸君には、国内外からの大
きな期待に応え、これに対応するために精
励していただきたい。
　海上保安庁なくして、海洋立国日本の将
来はありません。諸君の70年の歴史に裏
打ちされた「現場力」を力に、これまで以
上に多くの重要な使命を果たしていくこと
を期待しています。

　「いつ帰ってこれる?」、「いつになるか
分からない」
　海上保安官とそのご家族との間で幾度と
なく繰り返されてきたやりとりです。昼夜
の別なく、また、いつ終わるとも分からな
い任務に向かう後ろ姿を、ご家族は、何度
見送ってきたことでしょう。その度に、ご
家族の皆様には、不安とご苦労をおかけし
てきました。
　ご家族の皆様の支えがあるからこそ、海
上保安官は全力を出し切って、国民の安全・
安心を確保し、「平和で豊かな海」を守る
ことができます。この場をお借りして、心
から感謝申し上げます。

　最後になりましたが、ご乗船の皆様方に
は、常日頃から海上保安庁にご理解とご協
力をいただいておりますことに感謝申し上
げます。今後とも、一層のご支援、ご協力
をいただきますよう、心からお願いすると
ともに、皆様方のご多幸をお祈り申し上げ
まして、私の挨拶とさせていただきます。

平成三十年五月二十日
内閣総理大臣　安倍　晋三

かいほジャーナル 75号  10



き
な
音
を
発
す
る
音
響
警
告
弾
を
発
射
。
テ
ロ

リ
ス
ト
が
小
銃
で
抵
抗
し
た
た
め
に
、「
お
き

な
み
」
か
ら
正
当
防
衛
射
撃
を
行
い
、
完
全
武

装
し
た
海
上
保
安
官
が
相
手
の
船
に
乗
り
移
っ

て
制
圧
し
た
。
高
速
ゴ
ム
ボ
ー
ト
の
周
回
や
相

手
船
へ
の
乗
り
移
り
な
ど
、
日
頃
の
鍛
錬
が
試

さ
れ
る
高
度
な
技
術
を
随
所
に
披
露
。
観
衆
は

制
圧
ま
で
の
経
緯
を
固
唾
を
飲
ん
で
見
守
っ
て

い
た
が
、
そ
の
迅
速
な
対
応
に
驚
き
を
隠
せ
な

か
っ
た
。

⒋　
高
速
機
動
連
携
訓
練

　
こ
の
訓
練
は
、
大
型
巡
視
船
及
び
護
衛
艦
に

よ
る
第
１
段
階
と
、
小
型
巡
視
船
隊
に
よ
る
第

２
段
階
で
実
施
。
第
１
段
階
で
は
護
衛
艦
「
は

た
か
ぜ
」
と
１
０
０
０
ト
ン
型
巡
視
船
「
ざ
ん

ぱ
」「
も
と
ぶ
」
に
よ
る
急
速
回
頭
、
第
２
段

階
で
は
「
び
ざ
ん
」「
あ
か
ぎ
」「
つ
く
ば
」
の

時
速
約
50
キ
ロ
で
の
急
旋
回
と
空
砲
射
撃
が
行

わ
れ
た
。
い
ず
れ
の
訓
練
も
大
き
な
曳
き
波
を

起
こ
し
、
１
０
０
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
観
閲
船
で

す
ら
揺
れ
を
感
じ
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

　
驚
く
べ
き
は
、
い
ず
れ
の
訓
練
も
一
分
の
狂

い
も
な
く
予
定
さ
れ
た
時
刻
通
り
に
開
始
、
終

了
し
た
こ
と
だ
。
海
上
保
安
庁
及
び
関
係
機
関

が
日
々
積
み
重
ね
た
厳
し
い
訓
練
の
賜
物
で
あ

ろ
う
。
海
洋
国
家
日
本
の
海
の
安
全
を
守
る
た

め
の
努
力
を
垣
間
見
た
総
合
訓
練
で
あ
っ
た
。

参
加
者
た
ち
を
見
送
る 

心
温
ま
る
フ
ィ
ナ
ー
レ

　
訓
練
が
終
わ
っ
た
直
後
、
一
部
の
航
空
機
と

船
艇
に
よ
る
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
が
行
わ
れ
た
。「
せ

と
づ
る
」「
は
ま
ち
ど
り
」
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

は
ド
ア
を
開
き
、
乗
組
員
た
ち
が
こ
ち
ら
に
手

を
振
っ
て
観
閲
船
を
見
送
る
。
そ
の
後
、
観
閲

船
の
右
舷
後
方
か
ら
「
ふ
ど
う
」
を
先
頭
に
船

艇
が
通
過
。
そ
の
際
、式
や
訓
練
と
は
異
な
り
、

各
管
区
の
名
物
や
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
船

上
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
。
た
と
え
ば
、

神
戸
の「
ふ
ど
う
」は
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ズ
カ
ラ
ー

に
彩
ら
れ
、
宮
古
島
の
「
と
も
り
」
の
船
上
で

は
乗
組
員
た
ち
が
「
ク
イ
チ
ャ
ー
」
と
い
う
踊

り
を
披
露
し
て
く
れ
た
。
つ
か
の
間
の
セ
レ
モ

ニ
ー
に
参
加
し
た
す
べ
て
の
人
々
が
笑
み
を
こ

ぼ
し
、
笑
顔
の
ま
ま
式
典
は
終
わ
り
の
時
を
迎

え
た
。

宮古島海上保安部に所属する「ともり」の船上では、島
の名物でもあるクイチャーという踊りを披露。この後、
尖閣諸島沖の取り締まり対応に戻った。

徳島市内の眉山を由来とした徳島海上保安部の「びざん」。
船上では徳島名物の阿波踊りを披露してお見送り。高速
機動訓練とはまったく異なる和やかな雰囲気で、観閲船
隊に向けて手を振り続けていた。

「ふどう」の乗組員は阪神タイガースの熱狂的なファンが
多い神戸海上保安部に所属。阪神のユニフォームに身を
包み、阪神の旗を振って見送っていた。

フェアウェルセレモニーで回頭しながら放水をする「ひ
りゆう」。毎分46トンの大量の水が円を描く。この日のた
めに猛練習を積んだ訓練の賜物だとアナウンスされた。

観閲船「やしま」のヘリ
コプター格納庫では、海
上保安庁音楽隊による生
演奏が行われた。20日に
は、声楽を学ぶミス日本
「海の日」の山田麗美さ
んによる歌とのコラボも
行われ、参加者たちの耳
を癒した。

高速機動連携訓練では、編隊を組んだ3隻の船艇が急速で海上を駆け抜け、
急回頭する。簡単そうに見えても、実は息の合った連携がなければできな
い高度な操船技術を要する訓練。大きく立った曳き波は観閲船隊を揺らす
ほどだった。

高速機動連携訓練

フェアウェルセレモニー
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N E W S F L A S H

小樽海上保安部（第一管区）…3/12

初の連携訓練！  
北海道防災航空室との 
合同訓練実施

青森海上保安部（第二管区）… ………………………… 1/20、2/12、4/22、5/19　

公務員合同説明会
青森出身の海上保安官の卵をＧＥＴ！

三本部（第三管区）… ……………………………………………………………… 3/26

巡視艇「みやかぜ」引渡式実施！
あきもと国土交通副大臣が乗組員を激励

四日市海上保安部・尾鷲海上保安部（第四管区）… ……………………………… 4/14

めざそう！  「防災の日常化」
「三重県民の日」イベントで海上保安業務をＰＲ

宇和島海上保安部（第六管区）… ……………………………………………………3/5

霧海難防止活動
宇和島港で旅客船へ安全指導を実施！

高知海上保安部（第五管区）… …………………………………………………… 4/27

密輸撲滅街頭キャンペーン実施！

若松海上保安部（第七管区）… ………………………………………………………3/9

頑張ろう！  働く女性たち！
三菱ケミカル（株）黒崎事業所の女性職員との交流

福井海上保安署（第八管区）… …………………………………………………… 3/29

うみまるパンが焼きあがりました！
～「巡視艇あさぎり」のパン職人～

かいほジャーナル 75号  12



N E W S F L A S H
串木野海上保安部（第十管区）… …………………………………………… 4/29-30

串木野まぐろフェスティバルに併せた 
巡視船「とから」一般公開

九本部（第九管区）… ………………………………………………………………5/4-5

ライフジャケットの正しい着用法は？
「やすらぎ堤川まつり」に併せ、ライフジャケット着用推進PR

那覇海上保安部（第十一管区）… ……………………………………………………5/4

「那覇ハーリー」開催に併せた 
巡視船「りゅうきゅう」一般公開

海上保安大学校…………………………………………………………………… 4/27

平成３０年度練習船「こじま」遠洋航海に向け呉出港

海上保安学校門司分校………………………………………………………………4/8

本州と九州を結ぶ関門海峡、28キロ完歩！

海上保安学校………………………………………………………………………… 2/24

熱戦！ 海上自衛隊とのスポーツ交流大会

海上保安庁音楽隊…………………………………………………………………… 5/16

米国沿岸警備隊巡視船入港に併せた出迎え歓迎演奏

本庁装備技術部……………………………………………………… 3/1、3/5、3/27

セスナ172、ベル505新型機導入
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I N F O R M AT I O N

大切な命！ 自分で守る！

３つの事項を実践して、自船の安全を確保しましょう！

1. 発航前、機関や燃料等の点検の実施
発航前は、船体とエンジン周り、燃料の量、バッテリーの状
態を点検するとともに、最新の気象・水路情報等を入手しま
しょう！

2. 航行時、常時見張りの徹底
航行時は、他の船舶の動向や浅瀬・定置網など周囲の水域の
状況を継続して把握する必要があることから、常時適切な見
張りを実施しましょう！

3. 故障時に備え、救助支援者の確保
事故で最も多いのが機関故障！発航する際は、万が一の機関
故障の発生に備え、仲間の船やマリーナ等の救助艇による救
助体制をあらかじめ確保しておきましょう！
また、併せて入航時刻等を家族やマリーナ等へ連絡しておき
ましょう！

海上保安大学校・海上保安学校採用試験

学生採用試験
ホームページ http://www.kaiho.mlit.go.jp/ope/siken.html

海上保安庁では、当庁の職員の養成機関である海上保安大学校及び海上保安学校の学生を募集しています。
試験の日程については、下記のとおりです。詳しくは、最寄りの海上保安本部または海上保安庁総務部教育訓練管理官付
学校教育係（Tel. 03-3580-0936）までお気軽にお問い合わせください。

■海上保安庁　〒100-8976　東京都千代田区霞が関2-1-3　Tel. 03-3591-6361　http://www.kaiho.mlit.go.jp/

公式ツイッター https://twitter.com/JCG_koho　公式ユーチューブ https://youtube.com/channel/UC3yxhEkCZKaDa-SdzaWECaQ

受付期間 平成30年8月23日（木）～9月3日（月）
第１次試験 平成30年10月27日（土）、10月28日（日）
ホームページ http://www.jcga.ac.jp/

受付期間 平成30年7月17日（火）～7月26日（木）
第１次試験 平成30年9月23日（日）
ホームページ http://www.kaiho.mlit.go.jp/school/

自船の安全確保　　か条３

海上保安学校 採用試験（平成31年４月採用）
※10月採用の試験も例年行っています。

海上保安大学校 採用試験
（平成31年４月採用）
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